
広 告 （パ プ） 60秒 コ レ パ チ 平成18年10月 5 日 （沖縄テ レ ピ）

PaBoo 平成18年10月 6 日 （琉球放送）

く ら し イ キ イ キ 平成 18年 9 月 30 日 、 10月 7 日 （琉球朝 日 放送）

残暦板の 設置 ス ー パ ー ニ ュ ー ス 平成 18年 9 月 27 日 ～ 10月 1 1 日 （沖縄テ レ ビ）

ラ イ プi 平 成18年 9 月 29 日 ～ 10月 1 1 日 （琉球放送）

ス テ ー シ ョ ン Q 平成18年 9 月 28 日 ～ 10月 1 1 日 （琉球朝 日 放送）

② ラ ジ オ

種 別 番 組 名 内容 （放送 日 ／放送局等）

番 組 コ ー ナ ー 提供 Hello Good Day 番組内 に大会関係者がゲス ト 出演 し 、 大会 を P R
「 ト ー キ ン グ カ フ ェ 」 す る 。

平 成18年 7 月 24 日 ～ 10月 16 日
毎週 月 曜 日 ・ 計13回 ( F M沖縄）

シ ャ キ ッ と i . 番組内 に大会関係者がゲス ト 出演 し 、 大会 を P R
「 は い さ い ！ ウ チ ナ ー ン チ ュ 」 す る 。

平 成18年 7 月 26 日 ～ 10月 18 日
毎週月曜 日 ・ 計13回 ( R B C ラ ジ オ ）

Fun Fun リ ク エ ス ト 番組内 に大会関係者がゲス ト 出演 し 、 大会を P R
「 世界 の ウ チ ナ ー ン チ ュ ・ ネ ッ ト す る 。
ワ ー ク 」 平 成18年 7 月 22 日 ～ 10月 21 日

毎週月 曜 日 ・ 計14回 （ ラ ジ オ沖縄）

第 4 回 世界の ウ チ ナ ー ン チ ュ 大 会 の プ ロ モ ー シ ョ ン 及 ぴハ ワ イ のKzoo放送局
大会特別 番 組 と 結ん で生放送す る 。

平 成 18年 4 月 17 日 ～ 10月 9 日
毎週月 曜 日 ・ 計26回 ( F M21) 

ラ ジ オ カ ー ハ ッ ピ ー ア イ ラ ン ド 大会の P R 及 び前夜祭パ レ ー ドの告知
「森永街角 ト ピ ッ ク ス 」 平成18年10月 1 1 日 12 : 32 ~ 12 : 40 ( F  M沖縄）

シ ャ キ ッ と i 大会の P R 及 び前夜祭 パ レ ー ドの告知
平成18年10月 1 1 日 9 : 45~ 9 : 50 ( R  B C ラ ジ オ ）

ま こ と に い い朝 大会の P R 及 び前夜祭パ レ ー ドの告知
「 ラ ジ オ カ ー 特 ナ ビ」 平成18年10月 1 1 日 1 1 : 35~ 11 : 40 （ ラ ジ オ 沖縄）

ス ポ ッ ト C M 大 会 P R ス ポ ッ ト 15秒 平成18年10月 7 日 ～ 1 1 日
O T V 14回
R B C 15回
Q A B  30回
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③ 新聞

種 別 内 容 掲載 日 ・ 掲載紙／数最

広告掲載 200 日 前 イ ペ ン ト 平成18年 3 月 24 日 全 4 段
沖縄 タ イ ム ス 、 琉球新報

70 日 前 イ ペ ン ト 平成18年 8 月 6 日 全 1 段
沖縄 タ イ ム ス 、 琉球新報

大会告知 平成18年10月 12 日 全15段
沖縄 タ イ ム ス 、 琉球新報

大会特集 事前特集 平成18年 4 月 30 日 全30段 （ 見 開 き ）
平成18年 5 月 12 日 全30段 （ 見 開 き ）
平成 18年 6 月 14 日 全30段 （ 見 開 き ）
平成18年 7 月 12 日 全30段 （ 見 開 き ）
平成18年 8 月 12 日 全30段 （ 見 開 き ）
平成18年 9 月 30 日 全30段 （ 見 開 き ）
（琉球新報）
平成18年 7 月 4 日 全30段 （ 見 開 き ）
平成18年 8 月 23 日 全30段 （ 見 開 き ）
平成18年 9 月 12 日 全30段 （ 見 開 き ）
（沖縄 タ イ ム ス ）

事前特集 （別刷 り ） 平成18年10月 8 日 別 刷 り 12頁
（琉球新報）
平成18年10月 1 1 日 別 刷 り 12頁
（沖縄 タ イ ム ス ）

④ そ の他の連携

種 別 名 称 内容／掲載 日

広 報誌 県広報誌 「美 ら 島沖縄」 大会特集ペー ジ （全 2 頁） の 掲 載
5 月 号～ 10月 号 ま で計 6 回

寄稿 都道府県展望 大会情報の掲載 9 月 号

財界九州 大会情報の掲載 10月 号

E&C (Event & Convention) 大会特集 ペ ー ジ の掲載 8 月 号

JTA 「Coralway」 大会特 集 ペ ー ジの掲載 9 · 10月 合併号

ゆ い レ ー ル マ ガ ジ ン 「Synca」 大会情報の掲載 10 · 1 1 月 合併 号

沖縄空手通信 大会情報の掲載 12月 号 ・ 8 月 号
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2 寄附金、 協賛金活動
今大会 を 運営 す る に あ た っ て は 、 民 間 の ノ ウ ハ ウ

を 活用 し 、 企 業 か ら の協 賛 を 積極的 に 導入す る こ と
で効率 ． 効 果 的 な 事業 運 営 を 目 指す と と も に 、 大会
の成功 に 向 け て 県 民 の 篤志 を 受 け 、 全 県的 な 展 開 を
図 る こ と と し た 。

( 1 ) 寄 附金

沖縄特 定 免 税 店 株 式 会 社 の 500万 円 の ほ か、 県
内 外1 1 の 個 人 ・ 団 体か ら 、 総額1 1 , 001 , 100円 の 寄
付が寄せ ら れ た 。

(2) 協賛金

協 賛活動 に あ た っ て は 、 本大会の イ ペ ン ト 及 び

広 報委託事業 を 受託 し た 協 同 組合沖縄産業計画 と
実 行 委 員 会 と が連携 し て取 り 組 ん だ。 そ の 結果、
県 内 1 14 の 企 業 よ り 総 額36, 474 , 940円 の 協 賛 金 が
集 ま っ た 。

物品提供一覧

会 社 ・ 団 体 名

3 物品提供
提供 さ れた物品 は以下の と お り 活用 さ れ、 大会参加
者等の好評 を 得た。

① 大会参加者へのお土産 と し て 、 大会参加記念
品 と と も に 、 あ ゆ はエ房か ら提供 さ れた手作 り
の 栞 （首里織 り ） 、 （株） 沖縄タ イ ム ス 社、 （株） 琉
球新報社の大会特集 （別刷 り 12頁） が参加者全
員 に 配布 さ れた。 さ ら に 、 沖縄県酒造組合連合
会か ら提供 さ れた大会ロ ゴマ ー ク 入 り 「泡盛 ミ
ニ チ ュ ア ポ ト ル セ ッ ト ( 5 本入 り ） 」 、 沖縄都市

モ ノ レ ー ル（粕か ら 提供 さ れ た 大会 オ リ ジ ナ ル
（台紙付） の 「ゆ い カ ー ド (500円 ） 」 が海外から
の 参加者に配布 さ れた。 ま た 、 ジ ミ ー（掬か ら は
お 菓子 （ ク ッ キ ー ） が提供 さ れ、 大会参加者の
う ち 未成年者に配布 さ れた。 （写真は10頁、 14頁）

② 沖縄県ホテ ル旅館生活衛生同業組合 か ら 事務

局 ス タ ッ フ に か り ゆ し ウ ェ ア50着 が瞳 呈 さ れ た 。
③ 沖縄セ ルラ ー 電話（樹か ら は 、 大会期 間 中 に携

帯電話機70台 （通話料無科） が提供 さ れ、 大会
運営ス タ ッ フ に よ り 利用 さ れた。

④ （樹 日 産 レ ン タ リ ー ス沖縄か ら大会期 間 中 を 含
む約 1 ヶ 月 間、 車両 5 台が提供 さ れ、 事務局 ス

タ ッ フ に よ り 利用 さ れた。
⑤ フ ォ ー モ ス ト プ ル ー シ ー ル（樹か ら ア イ ス ク

リ ー ム 5 千個が提供 さ れ、 海外参加者、 大会運

営ス タ ッ フ に 配布 さ れた。

提 供 物 品 提 供 数 盤

あ ゆ は エ房 （ 長 嶺 初 枝 ） 栞 （首里織 り ） 5, 000個

（株） 沖縄 タ イ ム ス 社、 （株） 琉球新報社 大会特集 （別刷 り 12頁） 5, 000部

沖縄県酒造組合連合会 泡盛 ミ ニ チ ュ ア ポ ト ル セ ッ ト ( 5 本入 り ） 5, 000セ ッ ト

沖縄都市モ ノ レ ー ル （株 ） ゆ い カ ー ド (500円 ） 4, 250枚

ジ ミ ー （株） お 菓 子 （ ク ッ キ ー ） 500個

沖縄県 ホ テ ル 旅 館 生 活衛生 同 業組合 か り ゆ し ウ ェ ア 50着

沖縄セ ル ラ ー （株） 携帯電話 （通話料無科） 70台

（株） 日 産 レ ン タ リ ー ス 沖縄 レ ン タ カ ー 5台

フ ォ ー モ ス ト プ ル ー シ ー ル （株） ア イ ス ク リ ー ム 5, 000個
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4 観光施設利川の俊遇措置 バスの熊料利用 ま た 、 （社） 沖縄県バ ス 協 会 の 協力 に よ り 、 10月 5
平成18年 6 月 沖縄県内の主要な観光施設 に海外参 日 か ら 18 日 ま でのバス 無料乗車証 （大会 ワ ッ ペ ン 襄

加者の無料又 は割引料金での入園 に ついて協力 を 依 面） が発行 さ れ、 海外の参加者 が沖 縄 本 島 の 路線パ
頼 し た と こ ろ 、 10月 5 日 か ら20 日 ま での間、 12施設 ス （琉球バス 交通、 沖縄バス 、 那覇バ ス 、 東陽バス ）
は無料、 29施設は入場料金又は購入代金が割引 と な を 無料で乗車す る こ と がで き ま し た。
り ま し た。 （施設入楊時に大会 ワ ッ ペ ン を提示）

観光施設利用 の優遇措置一覧

1 . 無料
施 設 名

史跡今帰仁城跡

琉球村

読谷村立歴史民俗資料館

体験王国む ら 咲む ら

沖縄こ ど も の国

中城城跡公園

玉陵

識名 園

沖縄県平和祈念資料館

バラ ピ ド ー 観光農園

星空観測 タ ワ ー

ウ エ ス ト マ リ ン
（ディナークルーズ モピ＿ディック号）

所在地

今帰仁村

恩納村

読谷村

読谷村

沖縄市

中城村

那覇市

那覇市

糸満市

石垣市

竹富町

那覇市

電話番号 一 般 料 金 海外参加者料金

0980-56-3201 大人 400円 無 科小人 300円

入場科＋ハプショー込み

098-965-1234 大人 1 , 260円 無 科中 ・ 高生 1 , 170円
小 人 630円

098-958-3141 大人 200円
無 料小人 50円

大 人 500円
098-958-1 1 1 1  中人 400円 無 料

小 人 300円

大人 500円
098-933-4190 中高生 200円 無 料

小人 100円

大人 300円
098-935-5719 中 人 200円 無 料

小人 100円

098-853-5776 大人 200円
無 料小 人 100円

098-853-5776 大人 300円
無 料小人 100円

098-997-3844 大人 300円
無 料小人 150円

0980-82-7908 入 園 科 200円 無 料

0980-85-81 12 大人 300円
無 料小 人 150円

098-866-0489 
（ 要予約） 乗船の み無料 （食事代 別 ）
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2. 割引

施 二目又9し 名 所在地 電話番号 一 般 料 金 海外参加者料金

金剛石林山 国頭村 0980-41 -81 1 1  大 人 800円 大 人 400円
小人 500円 小人 250円

竜宮城喋 々 園 本部町 0980-48-3456 大 人 400円 大人 200円
小 人 200円 小人 100円

沖縄美 ら 海水族館 大人 1 , 800円 大人 700円

（先着順、 予定人数に達 し次第終了）
本部町 0980-48-3740 高校生 1 , 200円 高校生 480円

小 ・ 中学生 600円 小 ・ 中学生 240円

ダ チ ョ ウ ら ん ど 今帰仁村 0980-50-5255 大 人 500円 大人 400円
小 人 250円 小 人 200円

ナ ゴバイ ナ ッ プルパー ク 名 護市 0980-53-3659 大 人 500円 大人 250円
小人 250円 小人 100円

OKINAWA フ ル ー ツ ら ん ど 名 護市 0980-52-1568 大人 800円 大人 640円
小人 400円 小人 320円

大 人 600円 大人 300円
ゃ ん ば る 亜熱帯園 名 護市 0980-53-0007 中 高 生 400円 中 高 生 200円

小人 300円 小 人 100円

0980- 52 - 大 人 630円 大人 315円
ネ オ バー ク オ キ ナ ワ 名 護市 中 高 生 315円 中 高生 210円

6348 小人 210円 小 人 105円

海中展望台＋ グ ラ ス底ポ ー ト 施設観覧料

ブ セ ナ リ ゾ ー ト 「海 中 展望台」 名 護市 0980-52-3379 大 人 2, 000円 大 人 1 , 000円
中 人 1 , 600円 中 人 800円
小 人 1 , 000円 小 人 500円

ナ ゴパラ ダ イ ス 名 護市 0980-52-6262 大 人 550円 大 人 300円
小 人 270円 小 人 100円

金武鍾乳洞古酒蔵 金武町 098-968-8581 大 人 400円 大 人 200円
小 人 200円 小人 無料

島村屋 観光公園 伊江村 0980-49-2422 大 人 300円 大 人 150円
小 人 100円 小 人 50円

東南植物楽園 沖縄市 098-939-2555 大 人 1 , 000円 大 人 800円
小 人 500円 小 人 400円

芸能公演のみ 入場科 （ 月 ～金）
①1 9 : 00～ ②20 : 00~ 

て ん ぶす那覇 （芸能公演） 那覇市 098-868-7810 大人 1 , 000円 大 人 500円
中 人 800円 中 人 400円
小人 500円 小人 250円

首里城公園
大人 800円 大 人 300円

（先着順 、 予 定 人 数 に 達 し 次第終了 ）
那覇市 098-866-2020 高校生 600円 商校生 240円

小 ・ 中 学生 300円 小 ・ 中学生 120円

大 人 315円 大 人 157円

那覇市立壺屋焼物博物館 那覇市 098-862-3761 大 ・ 高 生 210円 大 ・ 高生 105円
中学生以下 105円 中 学生以下 52円

旧 海軍司 令部壕 豊 見城市 098-850-4055 大 人 420円 大 人 300円
小 人 210円 小人 150円
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施 設 名 所在地 電話番号 般 料 金 海外参加者料金

大 人 450円 大 人 400円
沖縄平和祈念堂 糸 満 市 098-997-3011 中 高 生 350円 中 高 生 300円

小 人 無料 小 人 無科

玉泉 洞十王国村

大人 1 , 200円 大 人 600円
小人 600円 小 人 300円

文化王国玉泉洞お き な わ ワ ール ド 南城市 098-949-7421 
玉泉 洞十王国村＋ハ ブ植物園

大人 1 , 600円 大 人 800円
小人 800円 小 人 400円

大 人 1 , 500円 大 人 1 , 000円
琉球羹踊館 う どい 南城市 098-949-7056 

小人 600円 小 人 600円

ガフ ス ボ ー ト A コ ー ス

知念海洋 レ ジ ャ ー セ ン タ ー 南城市 098-948-3355 大 人 1 , 400円 大 人 1 , 000円
小人 700円 小 人 500円

大 人 500円 大 人 400円
み や こ バラ ダイ ス 宮古島市 0980-76-3363 

小人 200円 小 人 150円

大人 1 , 000円 大 人 500円
八重山鐘乳洞 自 然村 石垣市 0980-83-6868 

小 人 500円 小 人 300円

鍾乳洞見学

石垣島鍾乳洞 石垣市 0980-83-1550 大 人 1 , 050円 大 人 525円
小 人 525円 小 人 262円

大 人 1 , 300円 大 人 1 , 000円
亜熱帯植物楽園 由布島 竹富町 0980-85-5470 

小 人 650円 小 人 500円

水 中観測船 「 オ ル カ 」
ウ エ ス ト マ リ ン

098-866-0489 大 人 3, 000円 大 人 1 , 500円
（デ ィ ナ ー クルー ズ ＆ 水中観光船） 那覇市

（要予約） ~3, 500円 - 1 ,  700円
4 胴型珊瑚鑑賞船オルカ 小人 1 , 500円 小 人 750円

~2, 000円 ~ 1 , 000円

水 中 観測船 「 マ リ ン ス タ ー 」

大 人 3, 000円 大 人 2 , 500円
小 人 1 , 500円 小 人 1 , 200円

那覇市 「サ ン セ ッ ト デ ィ ナ ー ク ル ー ズ」
（株） マ リ ン観光開発 098-869-2241 大 人 7, 500円 大 人 5, 500円
高速水中観光船マ リ ン ス タ ー （要予約） 小 人 3, 500円 小 人 2 , 500円

幼児 1 , 000円 幼児 無料

「水中観光船マ リ ン ビ ュ ー 」

読谷村 大人 3, 000円 大 人 2 , 500円
小 人 1 , 500円 小 人 1 , 200円

御菓子御殿 恩納村 098-958-7333 お 買 い上げ金額 よ り 1 0％ 割 引

海の駅 あやは し 館 う る ま 市 098-978-8830 バ イ キ ン グ 850円→750円
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5 出 演者団体協力体制
世界の ウ チ ナ ー ン チ ュ 大会 を 全県的事業 と し て位

置づけ、 関 係 者の幅広 い 支援 を 得 て い く 観点 か ら 、
大会に 出 演 す る 個 人 、 団 体 に 対 し 、 出 演料等の低減
に つ い て お 願 い し 、 ご協 力 頂 い た 。

6 ポ ラ ン テ ィ ア活動

( 1 ) ポラ ン テ ィ ア の募集

大会実行委 員 会事務局 で は 大会 に 参加す る た め
に 来 県す る 関 係 者 を 暖か く 迎 え る と と も に 、 大会
プ ロ グ ラ ム 基本 方 針 であ る 「参加 ・ 交流型」 イ ペ

ン ト の 成 功 を 目 指 し て ポ ラ ン テ ィ ア を 下 記の と お

り 募集 し た。
① 募集期問 平 成 18年 7 月 3 日 ～ 8 月 31 日
② 募 集 人 員 通 訳 ボ ラ ン テ ィ ア 300名 、 一 般 ボ

ラ ン テ ィ ア 250名

③ 参加 資格 満18歳 以 上 の 方 で 大 会 と ポ ラ ン
テ ィ ア 活動 に 関心 ・ 意欲があ る 方

学 校 、 サ ー ク ル等 の 団体 も 可
④ 活動内容 通訳 ポ ラ ン テ ィ ア

英語、 ス ペ イ ン 語、 ポ ル ト ガル語
の 通訳 を 行 う 。
一 般 ポ ラ ン テ ィ ア

各 イ ベ ン ト に お け る 補助業務 を 行

っ 。
⑤ 募集方法 新 聞 、 テ レ ビ、 ラ ジ オ 、 イ ン タ ー

ネ ッ ト を 通 じ て 募 集 し た。

(2) ポ ラ ン テ ィ ア の 参加状況

大 会 ホ ー ム ペ ー ジ か ら の 登 録が多 く 、 一般 ボ ラ
ン テ ィ ア 、 英語 の 通訳 ポ ラ ン テ ィ ア は 早 い段階で
相 当 数 の 応 募 があ っ た。 ス ペ イ ン 語、 ポ ル ト ガル
語 の 通訳 ポ ラ ン テ ィ ア に つ い て は 県内 国際交流団

体 の 協 力 を 仰 ぎ、 最 終 的 に は 約400名 の 応 募 が
あ っ た 。

(3) ポ ラ ン テ ィ ア ヘの対応

① ポ ラ ン テ ィ ア の 参 加 は 原則無償だが、 交通費

及 び業 務 時 間 帯 に応 じ て 、 昼食、 夕 食 と し て弁
当 を 支 給 し た。

② ポ ラ ン テ ィ ア 全 員 に ペ ス ト を 着 用 し て も ら
い 、 一 目 で ポ ラ ン テ ィ ア と わ か る よ う 参加者へ
の 便宜 を 図 っ た 。

③ 通 訳 ボ ラ ン テ ィ ア に は 、 言語別 （英語 ・ ス ペ
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イ ン 語 ・ ポ ル ト ガル語） に青 ・ 赤 ・ 緑の帽子を

かぶ っ て も ら っ た。

(4) 総括

今回大会 も 前 回大会同様、 多 く の方か ら ポ ラ ン
テ ィ ア の応募 を い た だいた。 その主な理由 と し て

は① イ ン タ ー ネ ッ ト が よ り 広範 囲 に 普及 し 、 携帯
電話か ら で も 応募で き る な ど申 込みが容易 に な っ
た こ と 、 ②九州 ・ 沖縄サ ミ ッ ト 、 I D B 総会等の
経験に よ り 県民 の ポ ラ ン テ ィ ア に対 す る 関心が高

ま っ た こ と 、 ③県内 高等学校、 大学等の 国際学科
が充実 し 、 留学経験者が増 え た こ と 、 ④ 4 回 目 を
迎 え ウ チ ナ ー ンチ ュ大会の認知度が高 ま っ た こ と
な どが挙げ ら れ る 。

今回大会では、 通訳ポラ ン テ ィ ア 、 一般ポラ ン
テ ィ ア 及 び県内 各種団体等に よ る 団体ポラ ン テ ィ

ア の 方々 の 協力 に よ り 円滑な大会の運営が行 え た
こ と 、 そ し て何よ り も 温か く 参加者 を 迎 え る 心の
こ も っ た対応が、 大会の成功 に重要な役割 を 果 た

し た 。

7 後援事業
今回 の大会で は 、 機運の酪成 を 図 り 、 海外参加者

と 県民 と の活発な 相互交流 を 実現 さ せ る と い う 観点

か ら 、 各種団体が開催す る大会関連の事業につい て
後援 を 積極的 に行い、 関係者の幅広 い 参画 を 得た。
後援 を 行 っ た事業は次頁の と お り であ る 。



■第 4 回世界の ウ チ ナ ー ン チ ュ 大会実行委員 会後援事業

行 事 名

沖縄文化の タ ベ

主 催 日 時 場 所 内 容

バ ン ク ー バ ―

|
バ ン ク ー バー 日 本語学校並 ぴ

日 系 人 会 館 に 日 系 人 会 館 の 創 立100周 年
記念行事 に お い て 沖縄の文化
の紹介、 交流 を 行 う 。 ま た 、
ウ チ ナ ー ン チ ュ 大 会の P R も
併せて行 う 。

2

}竺？i 夕 I :::外協力 協 会 I塁ぶ！ 17（杓 I Club SIemmen I :［警□三〗州 ：`
青年海外協 力 隊 O B / O G に
よ る 活動報告。 県 内 ミ ュ ー ジ
シ ャ ン に よ る ラ イ プやサ ル サ
ダ ン ス を 行 う 。

沖縄カ ナ ダ協 会 1 H 18. 5 . l l（杓
沖縄県少年少女合 ～ 5 . 12� 
唱連盟

第 18回 (2006年度） I 沖縄 タ イ ム ス 社
タ イ ム ス 全沖縄少
年少女空手道大会

3
 

西原篤ー 西原篤― | H 18. 9 . 29⑲ 
友達秋遊 び肝心特 友達秋遊 び肝心特 18 : 00~ 
別公演 別公演実行委 員 会

4
 

H 18. 7 . 16（日） I 沖縄県立武道 1 空手発祥の 地 で あ る 沖縄県 に
10 : 00~ 館 ア リ ー ナ お け る 沖縄空手の さ ら な る 普

及 と 底辺 の 拡大 を は か り 、 今
後 の 発 展 に 寄 与 す る 。 本 大
会 を 開催す る 事 に よ っ て 、 心
身 を 鍛 え 、 少年少女の健全育
成 を め ざす。

ロ三冒｝：こ且
松 島 め み ～ 指笛の

I
う る ま 市教育委員 1 H 18. 10. 8 （日）

世界 ～ ＆ 山 田 健 コ 会指笛王国沖縄 15 :00-
ン サ ー ト

5
 

敬老シニア ・ ヘルス 敬 老 チ ャ リ テ ィ ・ コ
ケ ア 基礎基金募金 ン サ ー ト 沖 縄 実 行
「竹 中真チャリテ ィ ・ 委員 会
ジ ャ ズ ・ コ ンサー ト ・ ロ サ ン ゼ ル スチ ャ リ

6 I イ ン ・ 沖縄 ウ イ ズ ・ テ ィ ・ コ ン サ ー ト 実
砂川 京子 ・ 栗屋陽 行委員 会
子 • 松島命民」

H l8. 10. 9 （月）
13 :00 、 18 :00
2 回公演

よ う こ そ 世界の ウ 沖縄県立郷土1ilj楊 H 18. 10. 16（月）
チ ナ ー ン チ ュ 沖 指 定 管 理 者 ビ ー

1

~ 10. 17因
7 I 縄芝居 う み か き や ア ー ル プ ロ モー シ ョ

ぴ ら ン 沖縄LLP

催。
※ 売上収益10万円 を 第 4 回世

界の ウ チ ナ ー ン チ ュ 大会へ
寄附

ェで活躍す る 指笛奏者松島
術劇場 命民 （ め み ） と う る ま 市 出 身

のバ リ ト ン 歌手山 田健、 沖縄
移民 2 世 ピ ア ニ ス ト 多和 田 ミ
シ ェ ル に よ る コ ン サ ー ト を 通
し て 、 日 米琉の音楽文化交流
を 行 う 。

パ レ ッ ト 云「正匪営 さ れ て い る海外 日
劇場 系 人高 齢者 ホ ー ム 施設 を 維持

す る た め に必要な 基金造 成 の
た め 、 竹 中 真 （ ピ ア ニ ス ト ） 、
砂 川 京 子 （ 歌 手 ） 、 栗 屋 陽 子
（ 琴奏者） 、 松島命民 （指笛）
に よ る チ ャ リ テ イ コ ン サ ー ト
を 開催。
※ 公演 収 益 金 100万 円 を 敬 老

施設へ寄付

iこ元□云云戸了世界 中 で活躍す
劇場 る ウ チ ナ ー ン チ ュ を 歓迎」 す

る た め 、 劇 団 で い ご座特別公
演、 悲歌殷lj伊江島ハ ン ド ー 小
の公演 を 行 っ た 。
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8 市町村 イ ベ ン ト 9 各種団体の取 り 組み
全県的 な 展 開 を 図 る た め 、 大会期 間 中 も し く は大 県内各国際交流団体において も 大会期間 中 も し く

会期 間 前 後 に 各 市 町村 に お い て様 々 な市町村 イ ペ ン は大会期間前後に様々 な 取 り 組みがな さ れた。
ト が実施 さ れ た。 （詳細 は 120頁 ～ 125頁） （詳細 は126頁 ～ 129頁）
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表 2 第 4 回世界のウチナーンチュ大会市町村イペント

番号 市町村名 担 当 連 絡 先 事業実施

1 那 覇 市 平和交流男女参 圃861-5195
有画室 園861-4092

圃893-441 1
2 宜野湾市 秘書広報課 （ 内423) 有

極892-7022

圃0980-82- 12433 石 垣 市 広報広聴課 困0980-83- 1427 有

圃876-1234
浦 添 市 国際交流課 囲879-7224 有

4 
圃876-1234浦 添 市 国際交流課 困879-7224 有

企画総務部 圃098-053-1212
5 名 護 市 市長室 （ 内336) 有

困098-053-6210

6 糸 満 市 秘書広報課 圃098-840-8118
有國098-840-81 12

7 沖 縄 市 文化観光課 圃929-0261
有困929-0260

圃850-02468 豊見城市 企画振興室 有困850-5343

男 女共同参画 ・ 圃973-50699 う る ま 市 交流課 園973-9819 有

圃0980-73-580110 宮古島市 地域振興課 有困0980-72-3751

観光 ・ 文化振興 圃947-1 1001 1  南 城 市 課 困947-0099 有

圃0980-41 -210112 国 頭 村 総務課 有困0980-41 -5910

圃0980-44-300113 大宜味村 総務課 有國0980-44-3139
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事業の名称 期 日
① 那 覇 市 い ち ゃ り ば

①10月 13 日 ⑮チョーデー交流バー

ティ ②10月 14 日 (±)
②ふるさとナーファ巡り

世界のジノ ー ンチュ
のタベ 10月 14 日 (±)

ウチナー ンチュ大会
帰郷者夕 食懇談会 10月 18 日 困

浦添市南米移住者 10月 8 日 （日） ～研修生 10月 16 日 （月）フォロ ー アップ研修

第 4 回 世界 の ウ ラ
シ ー ン チ ュ 歓迎 会 10月 13 日 （金
及 び県内観光

世界 の ナ グ ン チ ュ
歓迎会 10月 13 日 倫

第 4 回 世 界 の イ チ
マンチュ大会歓迎の 10月 16 日 （月）
タ ベ

「ハイサイ！ ちゃーぴら祭！」
第4回 世 界 の ウ チ ナ ー ン 10月 14 日 田チ ュ 大 会 in 沖 縄 市＆国
際交流フェステイパル

第 4 回
世界の ト ミ グ ス ク ン 10月 1 3 日 倫
チュ歓迎会

世 界 の ウ チ ナ ー ン
チュ大会うるま市 10月 1 6 日 （月）
出 身者歓迎事業

姉妹都市交流会 10月 10 日 （必（ハワイ州 マウイ沖縄
県人会との交流会） 午後 6 : 30 

①南城市名所旧跡
め ぐ り 10月 14 日

②歓迎交流の タ ベ

第 4 回 世 界 の ウ チ
ナー ンチュ大会国頭 10月 1 6 日 （月）
村出 身者歓迎 会

大宜味村 出 身 者 10月 14 日 (±)歓迎交流会

楊 所

①那 覇 ぶ んか
I

1 テ ン プス館
②那溺市内

JAおきなわ
宜 野湾支店
ジュピランス4 F

ホテル ミヤヒラ
I（ ひるぎ ：

黒木の間）

浦 添 市 役所、
他

浦 添市 産 業 支 I
援セ ン ター

「結の街」

OKINAWAフ
ル ー ツ ラ ン ド 及 Iび 名 護市全域

糸 満漁港
ふ れ あ い 公 固
美 々 ビ ーチいと
まん

プラザハウス
ショッピング
センター

豊 見城市立 ！ 
中 央公民館

う る ま 市 内及び
ニュ ー 三和

オ ー ガ ス ト イ ン I 
久茂地
居酒屋 ： 金城

①市 内 l 
I ②ウ ェ ルサンピ

ア 沖 縄 1 

国 頭村立 I 
保険セ ン タ ー

大宜味村農村
I環境改善 セ ン

タ ー 1 



事 業 内 容 参 加 者 矢多 加 者 の 声 備 考

①場外 の 那 覇 市 出 身 者 と 市 民 ・ 市 l関 係 者 と の 交 流
「海外の参加者 と 市民 ・ 市関係者 と の交流がで き て 大変良

①海外 2 1 1 人 か っ た。」 「 各国の参加者 を n台上で紹 介 し て い た だ き 、 と
パー テ ィ 、 記念品の贈呈、 余 輿 な ど。 地元 124 人 て も 感激 し た。」 「ふる さ と 那覇の変 わ り よ う に大変お どろ ①は 「那罰市国際交流市民の

②海外の那覇 市 出 身 者 がパ ス で市 内 を 巡 り ふ る さ と
②海外 59人 い た 。」 「首里城 ・ 設名 団 な どの那覇の歴史的名所の観光や 会」 と 共他。

那覇の移 り 変 わ り を 体験す る 。 新都心地区の ま ちづ く り を説明 し て い た だ き 、 大変良かっ
た。」

沖縄の郷土料理や 市 文化協 会 に よ る 琉球樗踊等の余 海外 76人 世代交代が進み 、 沖縄と の ネ ッ ト ワ ー ク を 強化す る た め に興、 各県人会への記念 品 の llti 呈 を 実施 し た 。 ま た 会
場内で戟前の宜野湾の写其 を 展示 し た。 地元 90人 も ｀ 海外か ら の研9紀生の受入人数 を 増 や し て 欲 しい。

本市出身の帰郷者 及 ぴ関 係者 を 招 き 、 交流 を 深 め る 海 外 13人 久 々 の帰邦 に お い て は 、 市駁貝 に よ る ト ゥ パ ラ ーマが懐か

と と も に今後の活躍 を 祈念 し て 懇談会 を 行 っ た 。 地元 7 人 し く 、 感動 し た と い う こ と であ り 、 初 め て 来凡す る 方 々 も 、

興味深 く 鑑宜で き た と い う こ と だ っ た。

昭和63年から毎 年2名 ずつ受 入れてきた南 米 移 住 者子弟 「iilii:f.;市が実施し ている南米移住者子弟研修の重 要性を改め
研り配生の中からプラジル4 名 ・ ペルー3名を招聘し 、 市 長 講 て実感し 、 また、 他国の(Jf9多生と 交流したことで剌激された。こ
話やディスカッション 、 生花の文化研t多を実施っ 市 主催の「 第 海外 7 人

れから 、 研9民生 O B の梢報交換をしていきたい。」 「本国に帰っ4回世界のウラシーンチュ 歓迎会」 や 「 第4 回 世 界のウチナー

ンチュ大会」のイペンHこ参加。illi添市出身 者子弟として、 世 たら郷友会の役員 を頑張りたい。」 「ウラシ ーン チ ュの誇りを持
界のウラシーンチュのネットワークを椛 染する取り組みを実施。 ち、 ウ ラ シ ー ンチュ ネットワ ー クを 構築したい。」

「観光で 見 た 沖 縄は 追 路 も 整 情 さ れ て い て き れ い な 都 市 で
第 4 回 世 界の ウ チ ナ ー ン チ ュ 大 会 に 参加 し た 浦i恭市

海外 73人
す。」 「交流会ではウチナ ー グチで話し 、 沖縄の人の温かさを感

出身者歓迎 し 、 市 民 と の 交 流 ・ 親氾科こ資す る た め に 、 じ ま し た。」 「沖縄の発展ぶり 、 歩のようです。」 「海がとてもきれ
「歓迎会」 と 「県内観光」 を 実 施。 地元 240人 い。沖縄そばや刺身がおいしかった。」 「浦液市の歓迎会は、 外

の市町村にない程の歓迎を受け感激した。」

本市出 身の海外 移 住 者やその子 弟 及び 名 渡 市と 関 係の
深い海外括国の者を招 待し 、 市民が温かく迎えるとともに親

海外 1 64 人
・ 視察は と て も 良か っ た。 恨か し い 名護、 ま た発展 し た 名

駐を深め、 本市と移住地及ぴ海外請国とのネットワークをさら 護 を 見 る こ と がで き た。 ・ 歓迎 会 で は 親戚や友人な ど と 再
に拡 充することを 目 的に、 市 内 視 察 及 び 歓 迎 会を 開 催 し 地元 398人 会 で き 楽 し か っ た。
た。

• i紡H在住者 に よ る 市内 視察 午後 1 時 ～ 6 時 白 銀 「歓迎の も て な しが良かった。」 「平和の礎で親 ・ 兄弟の刻鉗
堂→寺地腹 門 中 → ひめ ゆ り の塔→平和の礎 ・ 奸料 海外 100人 の前で手を 合わせる こ と がで き た。」 「記念写兵がその場で
館→観光農園→ ま さ ひ ろ 酒造。 地元 267人 も ら え た。」 「 ピ ー チ で の 歓迎会で親 し み深 い 交流がで き

・ イ チ マ ン チ ュ 歓迎 の タ ベ た。」

プ レ イ ペ ン ト 「楳国 の 芸 能 と 食」 • 6 日 出 カ チ ン パサ 「国際交流フェステイパルとの同時間催や会場がオープンなこともら
ル サ ラ イ プ • 7 日 (8)ハ ワ イ ア ン ダ ン ス • 13 日 田 タ ン 海外228人 り、 県内に住む 日 系 人や市出 身 者の親戚 ・ 友人なども気軽に参
ゴ と ペ リ ー ダ ン ス シ ョ ー 。 本 イ ペ ン ト • 14 日 田移民 地元 加し、 幅広い相互交流が出来た。」 「文化体験や芸能観宜、 移
ュ ン タ ク 会議 、 沖縄の伝統芸能紹介、 沖 縄文化体験 約2, 300人 民ゆんたく会議を通して、 ウチナーンチュであるアイデンテイティーの
コ ー ナ ー

、 沖 縄市 出 身 者 歓迎式典。 確認ができ、 ウチナーネットワークの継承 · 深 化 ・ 拡大が図られた。」

お茶会。 Q見城市の 移民脊科展。 古酒づ く り 。 琉鍔 海外 22人
「私 た ち の た め に こ う い う 場 を 設 け て く れ て と て も IJJ し
い。」 「次回が楽 し み。」 「 ま た来 た と き に今回そそ いだ古酒

エ イ サ ー 等、 伝統芸能披枯。 地元 150人 を 飲むのが楽 し み。」

①うるま市内視察 ※ 観光パスを準 備 し 、 ガイドは獄貝と 「市内 視察では、 通訳によるガイドが良かった。また、 勝連城址か
通訳ポランティアで行なう。市 内の観光名 所を案内する。 海外 201 人

らの恨観に感動していた。」 「あやはし海の駅では 、 うるま市内産と
②歓迎のタペ ・ ニュー三和 ・ 郷土の芸能披鈴。新生うるま 沖縄県産の商品を見学し、 隕 入していた。」 「歓迎会では、 平敷

市の紹介DVDとパネル展示。 記 念 品 のIl(1 呈 （ 参 加者 地元 227人 橙エイサー、 勇壮な竜の・昇いに写其搬影を楽しんでいた。」 「ハワ
全 貝 ） 。一般参加者との交流。招待者か以り余興。 イ沖縄述合会からは、 担当駁貝に感謝のプレゼントがあった。」

マ ウ イ 沖縄訊人会の役員 を 中 心 と し た 方 々 を 招 待 し
海外 16人 ス ケ ジ ュ ー ルの関係上、 宮古島へは行 く こ と が出 来 な く て

交流を深め る 。 マ ウ イ 郡長への メ ッ 七 ー ジ 交換等 も 地元 10人 残念で し た が、 楽 し か っ た です。行な う 。

①写真展「～笑顔が戻 っ た 日 ～ 」。 • 市 内 名所旧跡め ①海外 63人
「心温 ま る 歓迎 を あ り が と う 。」「沖縄の変わ り よ う に ぴっ く

ぐ り 。 • ミ ニ コ ン サ ー ト 。 り し た。」 「写其展は 沖縄の憤 か し い情尿 に 当 時 の 自 分 を 頂
②歓迎 レ セ プ シ ョ ン 。 • 地域伝統芸能の披露。 ・ 記 ②海外 1 10人 ね感勅 し た。」 「合併後の故郷を 確認で き た。 」「 シ ュ カ~- ＊ 一

念品贈呈 地元 228人 ル で の懐 か し い歌声1こ思わず涙が溢れた。」

lh 部 地 区 1行 泊 者 の 送 迎。 歓 迎 昼 食 会 （物 産 セ ン
海外 30人 送迎パス の お かげで参加で き た。 あ り がた ＜ 恩 う 。 多 く のタ ー ） 。 村内視察。 記念1直樹 （ 鋭地パ ー ク ゴル フ 場） 。 地元 100人 知人友人 に 会え て と て も 良か っ た 。

歓迎 会 （保険セ ン ク ー ） 。

村内及ぴ郷友会 で 涌外 か ら の 村 出 身 者 を 招 い て 郷土
熱烈歓迎 に 感激 し た。 久 し ぶ り の郷土芸能や祁土料理に大

海外 35人 宜味 付人であ る こ と を 再認識 し た。 記念写真 を 送付 し た と
芸 能 や 郷 土 料理 で 歓 迎 し 、 記 念 品 を 贈 呈 し た。 ま 地元 120人 こ ろ 非常 に喜 ん で い た だ き 湯外から 感淋の手紙が数多 く 届
た、 後 日 記念写兵 を 海外へ送付 し た 。 い た 。

l 2 l  



番号l 市町村名 担 当 連 絡 先 事業実施 事業 の 名 称 期 日 場 所

14 I 東 村 I 企画観光課
圃0980-43-2265
困0980-43-2457 無

ー，『

I
i
1-

15 I 今掃仁村 I 総務課
圃0980-56-2101
困0980-56-4270 有 世 界のナキジンチュ

歓迎 会 10月 14 日 田

16 I 本 部 町 I 企画政策課
圃0980-47-2702
屈0980-47-4576 有 世 界の モ トプ ン チ ュ

大会 10月 14 日 (±)
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ィ
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―

ト
ト

村
テ

モ
ー

ニ
二

舶、
カ

ゾ

今
コ
セ

リ

17 I 恩 納 村 l 総務課
圃098-966- 1200
困098-966-2779 有 恩納村 出 身 者

歓迎の タ ベ

18 I 宜野座村 I 企画課
圃098-968-5100
困098-968-5037 有 世界のギノザンチュ

の集い

19 I 金 武 町 I 企画課 圃968-6262
國968-6270 有 第 4 回 世界の

シ マ ヌ チ ュ 大会

20 I 伊 江 村 I 企画総務課 圃0980-49-2001
困0980-49-2003 有 世 界 の イ ー ジ マ ン

チ ュ 交流会

21 I 読 谷 村 I 企画財政課 圃982-9205
困982-9202 有

世界の
ュ ン タ ンザンチュ
歓迎 レセプショ ン

22 I 嘉手納町 1 企画財政課 圃956-1 1 1 1
國956-9508 有

世界の
カデナ ー ンチュ
大会歓迎のタ ベ

23 I 北 谷 町 1 企画課 圃098-936-1234
極098-936-7474 有

世界の
チャタンチュ
歓迎のタ ベ
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24 I 北中城村 I 総務課 圃098-935-2233
困098-935-3488 有 世界の北中城人

歓迎の タ ベ 1 0月 13 日 ⑮

25 I 中 城 村 I 企画謀 圃895-2131
困895-3048 有

第 4 回 世界の
ウ チ ナ ー ン チ ュ
大会中城人交流会

10月 16 日 （月）

26 I 西 原 町 1 企画政策課
圃098-945-4533
困098-946-6086 有

第 4 回 世界の
ニシ ハ ラ ン チ ュ
の 集 い

10月 1 2 日 困

27 I 与那原 町 1 企画総務謀
圃945-2201
園946-6074 有

「ユ ナ バ ル ン チ ュ 歓
迎 の 集 い」 ① 町 内
観 光 ②歓迎会

10月 1 4 日 (±)

北 中 城村 中 央 tI 
公 民館 ホ ー ル l
中 城村
吉 の 浦会館 I 

-i 
①西原 町民陸上 t

競技大会 l 
②かね ひで ！ 

都パ レ ス 1 

①町内各所 1
②与那原町社会 i

福祉セ ン タ ー l

1 22 



事 業

内

容 参 加 者 矢多 加 者 の 声 備 考

海外 4 人 参加者の 郡合が合わな か っ た
た め 、 tす か ら 記念品のみ を 開
呈 し た 。

付の伝統芸能 を 楽 し み な が ら 村民 と 交 流 を 深 め た 。 海 外 26人
楽 し く 過 ごせ た ので毎回参加 し た い。地元 88人

歓迎会 海外 80人 ま た や っ て ほ し い地元 161 人

歓迎 レ セ プ シ ョ ン 。 記念 1i/i樹。 記念品附呈。 村 内 視 海 外 32人
全 員 が感謝 し て いた。 （感謝の手紙も 2 通）察。 地元 86人

付関係者 と 村出 身 者 を 交 え 歓迎 会 。 記念品贈呈や流 海外 42 人 親戚 、 同級生 、 同 僚 等 に 久 し ぶ り に 会 え 、 大変喜んでお り 、

貴 · エ イ サ ー 等の披露。 地元 200人 世界の ギ ノ ザ ン チ ュ の絆がふ か ま り ま し た 。

※ 金武町ホ ー ム ペ ー ジ 「第 4 回 世 界の シ マ ヌ チ ュ 大
金 武 町祭 り と シ マ ヌ チ ュ 大会 に 参加で き 、 沢山の方々 と 出 会い、 大変惰

会」 10月 7 日 （土） ～ 10 日 （火） の 日 程 で 、 歓迎
同時併l rIt し か っ た。 金武町の シ マ ヌ チ ュ と 改 め て 確認す る こ と で き

式や カ ラ オ ケ 大 会 、 県 内 観光等 を 行 な っ た。 た。

世界の ウ チ ナ ー ン チ ュ 大 会へ 参 加 し た 移住 者 や そ の
「 5 年 毎 に 開 催 さ れ る ウ チ ナ ー ン チ ュ 大 会 を 慣 に 来沖 す る

海 外 12人 の を 生 き がい に し て い る 。 ま た け 出 身者 を 対 象 に 会 を持っ親碩 、 ま た 、 地元や県外の郷友 会 の 方 々 を 招 待 し 、 地 元 20人 て い た だ き と て も 籍 し い。 今後 、 i彰,�での ネ ッ ト ワ ー ク づ親佐 を深め る 。
く り を深め て い き た い。」

余卯も地冗の小学生が 「移民の歴史」 をテ マにオベレッタを行い
村民で海外 か ら き た 読谷出 身 者 を 沖縄の家庭料理で 感動の交流 会であった。また海外では見られない｀ 読 谷の民俗芸

海外 92人 能を梨しんだり、 ハワイのフラダンスを 見たりと和やかな芥UJ1気で歓も て な し 、 読谷村の民俗芸能 を 楽 し み な が ら 交流 で 地元 214 人 迎 会は盛り上がった。また地元の ―tt 校生が通訳ポランテ ィアとして活図 る 。 躍し 、 人材行成の場としてよい慣 会にもなった。 rtrもおfて手作l'J(l)
歓迎会であっf.::t,9 、 場外移仕者の方9ヽも滴足した様子であった。

町出身者自 己紹介や記念品贈 呈 、 玩球·只踊 や 空手等 海外 28人 「 と て も 索睛 ら し い 歓迎 を 受け感動 し ま し た。 」 「 カ デナ ー ン
の余輿を 交 え た 歓 迎 会 。 地元 136人 チ ュ の誇 り を いつ ま で も 忘れずに頑張っ て い き た い。」

歓 の タ ペ及 ぴ民俗芸能の タ ペ 海 外 30人 「 ウ チ ナ ー ン チ ュ 大 会期 1111 中 に北谷町 に て 歓迎 会 を 開 値 し
地元 40人 て い た だ き 大変紐 し い」

※ 地 元 参 加 者 は 1 , 000円 の 会 1r 訂ll と し 、 立 紅 形 式 「立食形式のお かげで、 予期せぬ出 会いがあ り 絹 し か っ た 。パー テ ィ ー
、 名 札 を 準 備 し 受付 で 配布。

海外 88人 企 画 し た 皆 さ ん に お tL を 言 い た い。」 「 素 晴 ら し い パ ー
※ i酎外参加者 を 国別 に 貰台へ案内 し 記念品の贈呈 を 地元 196人 テ ィ ー で 良 か っ た次回 も 是非米た い。」 「手作 り の お も て な行い 、 代 表 あ い さ つ を 頂 く 。

し が大変良かっ た。」※余典は少な め に し て 交流 を 重点 し た。

付内視察 13 :00- 17 :00 湯外 100人 索晴 ら し い芸能、 盛大 な 歓迎 に と て も 感動 し ま し た。歓迎交流 18 :00-2 1 : 00  地 元 90人

①海外 100人
「 み な さ ん から温かい心をいた だ いて ありがとうご ざ い ま す。」
「このような 、 盛大な歓迎会をしていただき 、 心から感謝してい①交流 グ ラ ウ ン ド ゴル フ 大 会 又 は 町 内 視察 地元 20人 ま す。紺ってからもニ シ ハラン チュの心を次の 世 代にも伝え団結②交流 レ セ プ シ ョ ン ②海外 100人 し 頑張っていきます。」 「ア ルゼンチ ンとの槃け 慎としてこれ から地元 ）20人
も国際交流れ業を紐けて欲し い。」

①与那原小 ・ 中学 校 や埋立地 を 視察 「沖縄の物 発 業 名·や 世 界 各地で活躇 し て い る 起 業 家 と の 交
海外 38人 流 を 期待 し て い る。」 「 ウ チ ナ ー ン チ ュ が世界へ広 が っ て 1!i②J点球芸能披露 （ 鍔踊 ・ 民謡 ・ エ イ サ ー ） ・ 記念品贈 地元 250人 付 い て い る ．JIt を 祐 侶 す る 日 と な り ま し た 。」 「悽か し い 頻 に呈 ・ 記念ui 影 ・ 与lJ揺（ 大綱 曳 ピ デ オ 上映

出 会 え て と て も lt し い。」
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番号 市町村名 担 当 連 絡 先 事業実施 事 業 の 名 称 期 日 場 所

28 南風原 町
総務課 圃889-7399

有
世界の 10月 14 日 (±)

南風原
文 化セ ン タ ー 園889-44 15 南風原 人歓迎 会 文 化セ ン タ ー

第 4 回 世 界の ウ チ 八重瀬町
29 八重瀬町 総務課

圃998-2200
有 ナー ンチュ大 会 10月 13 日 倫 東風平農村

屈998-4757 八 重 瀬 町 出 身 者 歓
迎のタ ベ 環境改善センター

第 4 回 世 界 の ウ チ 那 羅 市
30 久米島町 総務課

圃985-7121
有 ナ ー ンチュ大会 10月 12 日 （杓 自 治会館 lO F

困985-7080 久米 島 関 係 者 の つ
ど い 会議室

31 粟 国 村
園988-2016
困988-2206

32 渡嘉敷村 総務課
匝1987-2321
困987-2560

33 座間味村 総務課
圃987-231 1
囮987-2004

34 渡名喜村 総務課
圃098-989-2002
困098-989-2197

35 南大東村 総務課
圃09802-2-2001

無困09802-2-2669

36 北大東村 総務課
圃09802-3-4001
困09802-3-4406

37 伊平屋村 総務課
圃0980-46-2001
困0980-46-2956

圃0980-45-2534
第 4 回 世界 の ウ チ

38 伊是名村 観光振興課 有 ナ ー ン チ ュ 大会 10月 12 日 （杓 マ リ エ ー ル
困0980-45-2823 伊是名 島 出 身 者 歓 pm. 6 : 00 ~ オ ー ク パ イ ン

迎会

39 多 良 間村 観光商工課
圃0980-79-2260

無困0980-79-2664

40 竹 富 町 企画財政課 圃0980-82-6191
無困0980-82-6199

41 与那国町 産 業振興課
圃0980-87-224 1

無困0980-87-3202
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事 業 内 容 参加者 参 加 者 の 声 備 考

招待者・ 地元の 親戚や関係者お よ そ 100人が集い 、 こ
海外 35人れ か ら の つ な が り を 大 切 に し て い く こ と を 確 認 し

た。 地元 60人

• 町内巡 り 14 : 00 - 17 :00 
• 歓迎のタペ 18 : oo- 海外 30人

地元の祝福 を 受け る こ と がで き と て も 梢 し い。 昔 の 親友や

伝税芸能 （琉球院踊 、 鍼子戻 、 エ イ サ ー ） の披露 、 地元 190人
恩 師 に も 再会 す る こ と がで き 当 時の社ぴや感動 、 悲 し み を

漏クは出 身者の紹介等
思い出 す こ と がで き ま し た 。

町の主催に よ り 、 那 覇市 内 自 治 会館 に お い て 、 ウ チ 「 こ れ ま で は 久米 島 の イ ペ ン ト がな く 寂 し か っ たが今回 催ナ ー ン チ ュ 大 会 に 参加 さ れ た 久 米 島 関 係 者 （ 県 出 身 海 外 18人
名及ぴ親類） を 招 待 し 交流 会 （ 立 紅 に よ る 宜ilt 会） 地元 36人

し て い た だ き 絹 し い。」 「次回 は 久米 烏 に て 開 fit し て ほ し

を行な っ た 。 "‘。」

海外
地元

海外
地元

海外
地元

海外
地元

海外
地元

海外
地元

海外
地元

里帰 り を し て い る 慣会 に 参 加 者 の労 を ね ぎ ら い 交流 海外 25人
「感動で涙が止 ま ら な い。」 「次回 も 参加する」 「 こ れ を 費会

を 深 め 再会 を 祝 し て 、 伊是名村 と 沖縄在 住 の 郷 友 会 地元 150人
に 交流 を 深 め る 。 ピ ジ ネ ス も 兼ね る 。」 「島で も 出 米た ら 良

で歓迎パ ー テ ィ を llll flrt し た。 い」

渾外
地元

漏外
地元

渾外
地元

1 25 



表 3 各種団体の取 り 組み

各 l刈際交流団体 イ ペ ン ト 名 称 実 施 El 場所 出 席 者 イ ベ ン ト の 内容 招待者／参加者の声

ハ ネ マ ン ホ ノ ル ル 市長 は じ め ハ ワ イ 沖縄連合
会の役貝 、 各 ク ラ プ役 貝 な ど50名が参加 し 、 • ハ ワ イ の ウ チ ナ ー ン チ ュ 達がそ
歓迎 と 交流、 互い に ウ チ ナ ー ン チ ュ の チ ム グ れぞれ に 語 っ た 「沖縄の家族の

l 沖縄ハ ワ イ 協 会
ハ ワ イのウチナー ン チ ュ

10/12困 パ シ フ ィ ッ ク ホ テ ル 地 元 ： 100名 ク ル を か よ わすパ ー テ ィ ー と な っ た。 ハ ネ マ も と に帰 っ て 来 た」 と い う 首菜
WELCOME PARTY 招待者 ： 50名 ン 市長 の ハ ワ イ ア ン ソ ン グの独唱 、 ハ ワ イ 協 に感動 し た。

会 会 貝 で あ る 玉城流翔節 会の琉舞、 レ イ ナ ニ • 沖縄に来て 「チム グ ク ル」 と い
グ ル ー プに よ る ウ ク レ レ 演 奏 と フ ラ ダ ン ス で う 意味 が よ く わか っ た。
大 い に 盛 り 上が っ た 。

沖縄キ ュー パ友好協 会 南 米 料 理 地 元 ： 10名 キ ュ ー パ在の沖縄県人招待者 4 人 を 招 い て の 久 し ぶ り に 会 え た皆の名ぴとこれ か2 沖縄 キ ュ ー パ友 好 協 会 10/14（廿 交流会 を 催 し た 。 親戚 ・ 友 人 と 食事 を 交 え な交流会 「SUDAKA」 招 待 者 ： 4 名
が ら の 交流会 を 実 施。

らの交流促進を咎い合った。

大会の登義 を 忘 く 評価
年 々 参加者増加、

ペ ル ー 沖縄人会 レ ス ト ラ ン ・ マ リ ー 地 元 ： 60人 ウ チ ナ ー ン チ ュ 大会参加者、 ペ ル ー 協 会 は 主 沖縄 （ 母県） の ア イ デ ン テ イ テ ィ 、
沖縄ペ ル ー 協 会

一行歓迎会
10/1姻 工 招 待者 ： 15人 と し て ペ ル ー 県人会役員 中心で実施。 文化等知 る 機会 と な る の で、 今後

も 統け て ほ し い
26 三 世 、 四 世の時代 に ど う 引 き 継い

でいくかが今後の課題 、 一工夫を！

①第 4 回 世 界 の ウ チ ナ ー

ン チ ュ 大会への協カ プ
佐敷町 シ ュ ガー ホ ー

レ イ ペ ン ト 9 /29（紛 琉球民謡、 栢 踊 、 沖縄芝居
西原篤 ー友達秋遊ぴ肝心

ル

特別チ ャ リ テ ィ ー公演

② プ ラ ジ ル 移民劇 「 イ ツ
パチの夢 を 賭け る 」 公 10/1 1 、 10/12 パ レ ッ ト 市民劇場 移民靡lj
演実行委員

4 沖 縄 プ ラ ジ ル協 会 ③2008年 の 100周 年 に 向
地 元 意見交換、 昼 食 を は さ ん で 知事、 県 、 市町村、

け て の取 り 組みの意見 10/1姻 レ イ ン ポ ー ホ テ ル
交換昼食会

招待者 ： 15名 マ ス コ ミ 表敬

④ プ ラ ジ ル 沖縄県人会歴
地 元 ： 50人

代会長、 現会長、 理事 10/1姻 科亭 松乃下
招待者 ： 20人

歓迎パ ー テ ィ ー

の 歓迎 会

⑤宮城松成氏 （在 プ ラ ジ
ル ） の沖 縄 タ イ ム ス 通 10/16伺） 沖縄県青年会館 出版祝代 会
信 員 の 出版祝賀 歓迎会



各 国際交流団体 イ ペ ン ト 名 称 実 施 日 楊所 出 席 者 イ ペ ン ト の内 容 招待者／参加者の声

ポ リ ピ ア の皆 さ ん と じ っ く り 交流

5 沖縄ポ リ ピ ア 協会
ポ リ ピ ア ウ チ ナ ー ン チ ュ 歓

9 /3⑱ 
沖縄国際セ ン タ ー 地 元 ： 50人

歓迎パ ー テ ィ ー 、 交流親睦
歓談で き た。 パ レ ー ド に 参加市民

迎 交流会 ニ ラ イ ホ ー ル 招待者 ： 40人 か ら 「お掃 り な さ い ！ 」 と 言われ
た こ と は 大感激です。

①Pas de cinq パ ・ デウ ・ サ
地 元 ： 780人

パ リ 留学経験者 に よ る ピ ア ノ コ ン サ ー ト 「芸術 の 国 フ ラ ン ス 」 を 美術 ・ 音
ン ク ～ 5 人の ピ ア ニ ス ト 10/14出 那覇市 招待者 ： 20人

演奏者 ： 新 田 英之 、 山 城 香 梢 、 赤傾七奈子、 楽の 両面合わせて ウ チ ナ ー ン チ ュ
による饗宴 ぷ ん か テ ン プス 館 迎 天賜子、 浜元華織 大会 と い う 楊で ア ピ ー ル で き たの

6 沖 縄 フ ラ ン ス 協 会
テ ン プス ホ ー ル は と て も 有意義な こ と で し た。 お①Pas de cinq パ ・ デ ゥ ・ パ リ 留学経験者 に よ る ピ ア ノ コ ン サ ー ト

サ ン ク ～ 5 人の ピ ア ニ 10/14仕） テ ン プス ギ ャ ラ リ ー 地 元 ： 780人
演奏者 ： 新 田 英之 、 山城香苗、 赤嶺ヒ 奈子、 客様 も た く さ ん い ら し て 頂 き 、 盛

ス ト に よ る 饗宴
招待者 ： 20人

迎天杓子、 浜元華織 況で終え る こ と がで き ま し た 。

①世界の南風原人展
10/ 5 困 ～

南風原文化セ ン タ ー 南 風 原 出 身 移 民 の 名 簿 や 写 真 を 貼 り 出 し 、
10/20(� ＂世界の南風原 人＂ を 紹 介 し た。

7 南艮＼原文化セ ン タ ー 沖縄入 り し たが、 会 に 参加で き な
招待者 ・ 地元の親戚や関係者お よ そ 1 00人が集 か っ た 人た ち も い た。 2 世、 3 世

②歓迎 会 10/14(±) ，，， 地 元 ： 60人
い 、 こ れか ら のつ な が り を 大切 に し て い く こ がつ な が っ て い く た め に も 地元の

招待者 ： 35人
と を 確 認 し た。 若者が移民 に 関 心 を 持つ こ と は煎

27 要 だ。

9 /22、 沖縄市役所、 嘉手納海外移住者子弟研修生に 9 /25、 町 役 場、 金 武 町 役 海外移住者子弟研り多生が研修の 一肉 と し て 習
よ る 三線演奏 9 /29、 得す る 三線の ミ ニ コ ン サ ー ト を l)り1枇 し 、 ウ チ ウ チ ナ ー ン チ ュ 大 会の ス テ ー ジで

①大会�J�ii•fPR演奏会 10/ 2 、 場、 読谷村役場、 中 ナ ー ン チ ュ 大 会 を 県民 に 向 け て P R し た。 演奏で き た こ と は と て も い い経験
10/ 6 城村役場 に な っ た し 、 索睛 ら し い．思い 出 に

8 
ヒ ス パ ニ ッ ク な っ た。
文化セ ン タ ー

②大会での演奏 10/ 1503) 
チ ャ ン プル ー フ ェ ス ス テ ー ジで 5 1U1 を 演奏 （ て い ん さ ぐの花、 安 ミ ニ コ ン サ ー ト や ワ ー ク シ ョ ッ プ
タ 会場内 ス テ ー ジ 波節、 安里届ユ ン タ 、 i戻 そ う そ う 、 島人の宝） の ア シ ス タ ン ト に お い て 、 県民や

10/ 13、 チ ャ ン プ ル ー フ ェ ス タ 海外の ウ チ ナ ー ン チ ュ 達 と 交流が

③ワ ー ク ショップ補助 10/ 14 、 会 場 内 ワ ー ク シ ョ ッ プ ワ ー ク シ ョ ッ プで の三線講師の ア シ ス タ ン ト で き て よ か っ た。

10/ 15 エリア
を 努め た

ベ ル ー 沖縄婦 人会 と 沖婦 海外の婦人団体 と の 交流は 極め て 少 な く 、 交

ア ンデ ス セ ン タ ー 連、 国際 ソ ロ プチ ミ ス ト 地 元 ： 40人 流 会 は 初 め て で あ っ た 。
ウ チ ナ ー ン チ ュ 大会の と き だ け で

9 10/16伺） ホ テ ル サ ン バ レ ス 梢報の交換 を 行い 、 今後の発展 に つ な げる べ
I@際ソ ロプチ ミ ス ト沖縄 沖縄、 沖縄ペ ル ー 婦 人 と 招待者 ： 10人 く 有慈義 な iili し で あ っ た。 な く 、 交流の 慨 会 を 増 や し た い。

の交流会

チ ャ ン プ ル ー フ ェ ス タ 「 世
宜野而Tli海浜公園 多 世界の民族踊 り で台i内の民族け踊代表 と し て

10 坂球台切紬 人 会 界 の ダ ン スフ ェ ステ イパ ル 10/13ゆ
目 的広場 出演

へのII,1i貨」



各lきl際交流団体 イ ペ ン ト 名 称 実 施 13 楊所 出 席 者 イ ペ ン ト の内容 招待者／参加者の声

平成 18年度ふれあい講座 iili i恭市の南米移住者子弟研り多生 （ ア ル ゼ ン チ
プ レ ゼ ン テ ー シ ョ ン で沖縄 と の関

浦涼市国際交流協会 係がよ く わ か っ た。 南米 に は た ＜1 1  
J I C A 沖縄

第3回 ア ル ゼ ン チ ン ＆ ペ 9 / 16（廿 沖縄国際セ ン タ ー ン ＆ ペ ル ー ） に よ る プ レ ゼ ン テ ー シ ョ ン 、 踊
さ んの ウ チ ナ ー ン チ ュ がい る こ と

ル ー り 、 フ ォ ル ク ロ ー レ の演奏
がわかっ た。

パ ネ ル デ ィ ス カ ッ シ ョ ン

沖縄県 「海外移住の 日 」 ラテ ン フ ィ
JICAポ ラ ン テ ィ ア活動パ ネ ル展

12 6 /17田 サ ルサ レ ッ ス ン宵年海外 協 力 協 会 エ ス タ corazon
Club S1cmmcn 

カ チ ン パ 1 55 1 ＆ ア ルペ ル ト 城間 ス ペ シ ャ ル ラ
イ プ

ガ リ オ ア ・ フ ル プラ イ ト 沖縄同窓会、 沖縄 ・
地元参加者の大半は 英語 も 話せ る
し 、 大変明る ＜ 楽 し い会合で招待

沖 縄 ・ ア メ リ カ協 会 ア メ リ カ 協会お よ ぴ在沖米国稔名iili館の共催
客 も 踊 り を披館 し て く れた。

13  ガ リ オ ア ・ フ ル プ ラ イ ト 米l国沖縄県人会代表者歓
10/11困

ホ テ ル ロ 地 元 ： 75人 で米国各地の県人会会長 、 副会長あ る い は代
招待客の事前の連絡網が も っ と 徹

沖縄同 窓会 迎会 イ ヤ ル オ リ オ ン 招待者 ： 50人 表者 を 事前 に メ ー ルで招待 し 、 歓迎懇親会 を
底 し て お れば、 も っ と 多 く の方 を

催 し 、 「米留五十年」 の記念誌な どおみやげ を 招 待 で き た の に と の 要 望 が あ っ
提供 し た。

た。

海外の参加者 と 那覇市国際交流市

28 民の会会員 及 ぴ市民、 市関係 者 と那 覇 市 那 渕 市 い ち ゃ り ば チ ョ ー 那渕市 地 元 ： 124 人 那覇市 出 身 者 と 市民 ・ 市 1関係者 と の交流パ ー
14 

国際交流市民の 会 デ ー 交流パーテ ィー 10/13（甜
ぶ ん かテ ン プス 館 招待者 ： 21 1 人 テ ィ ー 、 記念品贈呈、 余典

交流がで き て 大変 良 か っ た。 各国
の参加者 を 樗台上で市長 に紹介 し
て い た だ き 、 と て も 感激 し た 。

ポ ー イ ス カ ウ ト 世 界 の ウ チ ナ ー ン チ ュ 大
沖縄 コ ン ペ ン シ ョ ン

• 生涯の思 い出 と な っ た。
15 

沖縄県連盟
会l片l 会式各国国旗手奉仕 10/12困

セ ン タ ー 開 会式に お け る 参加国の国旗旗手 • ポー イ ス カ ウ ト 活動 を や っ て い
隊 て よ かっ た。

自 国 に対す る 思い に 烏肌が立つ く

16 
船 ガー ル ス カ ウ ト I#］ 会式 に お け る 旗 手ポ ラ

10/12（杓
沖縄 コ ン ペ ン シ ョ ン

開 会式 に お い て 各 国の国旗 を持つ旗手を担当
ら い感動 し た。

日 本連盟沖縄県支部 ン テ ィ ア セ ン タ ー 世界に広がる ウ チ ナ ー ン チ ュ のパ
ワ ー を 知 っ た。

〇 プ レ イ ペ ン ト
10/ 6 : サ ル サ ラ イ プ プ レ イ ペ ン ト か ら 会場はi酋席で、

第4 回 世 界 の ウ チ ナ ー ン 10/ 7 : フ ラ ダ ン ス 多様 な 催 しがあ る と 評判 だ っ た。
チ ュ 大 会 in 沖縄市 （第 17 10/6、 10/7、

プ ラ ザハ ウ ス シ ョ ッ ピ
地 元 ： 10/ 13 : ペ リ ー ダ ン ス 、 ア ル ゼ ン チ ン タ ン 沖縄 ら し い雰囲気 を 体感で き た。

17 沖縄市国際交流協会 回 沖縄市 国 際 交 流 フ ェ ス 10/ 13、
ン グ セ ン タ ー 1 F ・2 F

2, 700人 ゴ、 タ ン ゴギ タ ー i演奏 無科体験 コ ー ナ ー がい ろ い ろ あ っ
テ イ パ ル 「ハ イ サ イ ちゃ 10/14 招待者 ： 105人 0本 イ ペ ン ト て よ か っ た。

～ ぴら祭」 10/14 : 琉 樗 、 沖 縄 芝 居、 パ ネ ル デ イ ス ラ ス ト の カ チ ャ ー シ ー で 沖 縄 の
カ ッ シ ョ ン 、 エ イ サ ー 、 各種体験 「祭 り 」 の気分 を 味 わ え た。
コ ー ナ ー



各国際交流団体 イ ペ ン ト 名称 実 施 日 楊所 出席者 イ ペ ン ト の内容 招待者／参加者の声

沖縄市国際交流 沖縄ハ ン ズ オ ン 地 元 ： 9 人 沖 米の文化の迫い、 ウ チ ナ ー ン チ ュ 大会、 米
18 沖 米交流会 10/17/:x) 国留学、 互 い の 活 動等 に つ い て 意 見 交 換 し お互いに訪問交流 を 実施 し た い

ポラ ン テ ィ ア連絡会 NPO北谷本部 招待者 ： 3 人
た 。

沖縄の閑悦の現実 を 知 り 、 昔 と の
沖縄国際交流協会

世 界 の ウ チ ナ ー ン チ ュ 環 地 元 ： 16人 ①各国の 自 然閑培の現況報告 と 取 り 組み 変化に梵 き 、 自 然保設 を 図 っ て ほ
19 （ 旧称 ： 沖縄 ワ シ ン ト ン 10/1姻

NGO · KINEIKAI し い
協 会）

境交流懇話会 会議室 招待者 ： 14人 ②沖縄の 自 然閑培 と 日 本の閑税政策の現況 世界文化辿産 （首里城他） を 保護 ・
整 備 し て も ら い た い

① タ イ 沖縄県人会 と の歓 10/13（甜
ホ テ ル 日 航那覇 地 元 ： 10人

歓迎の あ い さ つ 、 記念品II僧呈、 意見交換会
迎懇談会 グ ラ ン ド キ ャ ッ ス ル 招待者 ： 4 人

20 在那覇 ②ニ ュ ー ヨ ー ク 沖縄県人 10/18困 居酒屋一鮮滴
地 元 ： 4 人 歓迎 の あ い さ つ 、 余典、 意見交換会タ イ 王国名巻領事館 会 と の 歓迎懇談会 招待者 ： 40人

③香港沖縄県人会 と の 歓 10/11困 彦本店
地 元 ： 3 人

意見交換会迎懇談会 招待者 ： 4 人

29
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大
会
の
成
果



具体的成果
今大会 は 史上最多の4, 300名 を 超 え る 世界の ウ チ

ナ ー ン チ ュ を 迎 え 、 県民 と の幅広い交流 を 図 る こ と
がで き ま し た。

移 住者世代の功組 を 踏 ま え 、 ウ チ ナ ー ネ ッ ト ワ ー

ク を 担 う 次世代の育成 を 図 る 大会 と し、 世界の広が
る ウ チ ナ ー ネ ッ ト ワ ー ク の継承、 深化 ・ 拡充を 目 指
し た今大会 で は 一体 どの よ う な具体的成果が得 ら れ
た の で し ょ う 。

( 1 ) 大会を契機 に ウ チナ ー ネ ッ ト ワ ー ク の継承 、 次
世代の育成 を 図 る企画が生 ま れ た 。

① 「プロ ジ ェ ク ト エ スベラ ンサ」 か ら 生 ま れ た企

画の実現
大 会 3 日 目 の10月 14 日 に 開 催 さ れ た 「プ ロ

ジ ェ ク ト エ ス ペ ラ ン サ」 で は ウ チ ナ ー ネ ッ ト

ワ ー ク の継承、 深化 ・ 拡充に 寄与す る 素晴 ら し
い企画が生 ま れ ま し た。 次代 を担 う 若手 5 組が
提案 し た企画は どれ も が魅力 あふれる 内容で、

- ― ― ニしー IIL 

▲ 「NISETA TOUR」 の様子

1 32 

その企画 を 全員 が共 有す る こ と に よ り 今後 の 展
開 に 活かす こ と がで き る と 思 い ま す。

今回 グ ラ ン プ リ に選ばれた 「 J Y O T O プ ロ
グ」 は2007年10月 か ら 県系 人 の 家 系 図 を 作成す
る た め の サ ー ピ ス を 開始す る こ と に な っ て い ま
す。

さ ら に 、 ペ ル ー の エ リ ッ ク ヒ ガ シ ン ポ と ク
リ ス テ ィ ア ン ギマ ッ ク ウ ォ ン グ が提案 し た 「ヤ
ン グ ウ チ ナ ー ン チ ュ 交 流 祭」 がペ ル ー 県 人会 の
支援の 下 で独 自 に 実現 さ れた と い う こ と です。
「NISETA TOUR」 と 名 付 け ら れ た こ の 企 画 はペ
ル ー 沖縄県人会青年部の 主催 で 行 わ れ、 ペ ル ー

か ら 27名 、 ア ル ゼ ン チ ン か ら 3 名 、 プ ラ ジ ル か

ら 1 名 、 計31 名 が参加 し て行 わ れ ま し た。
企 画 か ら 実施 ま で 全 て 若者 （ 主 に ジ ュ ニ ア ス

タ デ イ ー ツ ア ー 参加者） で行 わ れ た こ の ツ ア ー

は次回2008年 1 月 に ア ル ゼ ン チ ン の プエ ノ ス ア

イ レ ス で行 わ れ る 予定 に な っ て お り 、 南 米 を 舞
台に次世代の ネ ッ ト ワ ー ク の広 が り を 見せ て い
ま す。
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「ホ ス ト フ ァ ミ リ ー バ ン ク 」 の創設
プ ロ ジ ェ ク ト エ ス ペ ラ ン サ の 後 に行わ れた県

人会長 ・ 新 ウ チ ナ ー 民 間 大使会議では海外県系
人子弟 と 県内 の 児童生徒が相 互 に ホ ー ム ス テ イ
を 行 う 「 ホ ス ト フ ァ ミ リ ー バ ン ク 構想」 に 関 し
て の 共通 の 理解 が得 ら れ ま し た 。 事 業 の仕組
み、 運営資 金 な ど推進 に 向 け て の建設的 な提案
が出 さ れ、 香港 と ボ リ ピ ア の 県 人 会 か ら は早 々

と ホ ー ム ス テ イ の受入が表明 さ れ る な ど制度の
実現に 向 け て 大 き な成果が得 ら れ ま し た。

こ れ を受け沖縄県では平成 19年度の新規事業
と し て 「ホス ト フ ァ ミ リ ー パ ン ク 制度」 を採択
し 、 海外 と 沖縄 と の双方向の交流 を 推進 し て い
く こ と に な り ま し た。

； ホ ス ト フ ァ ミ リ ーバ ン ク 推進事業 実施体制図 i 
、夕9』·· • ヽ ·ヽ--ー・�ヽヽ ヽ•·-----··ヽ 9 •ヽ9ヽヽヽ・ 、●鼻� 9 9 99• 9 9 9 ヽ ヽ ヽ -------•・

門阿芭］
花 作委託

□ 
互吐亙 滞在費父i8

口
------! 3沼r/1行---, 
----| 

・ 委託 先選定 ・ 濶整
・ 教ff公U会 と (/)it19,（
・ ホ ー ム ス テ ィ H 程 （案） 作成

（ 各1司県人会 と ，閲g:(I） 」：決；ピ）
• 実施 咲項、 如K安：項等の作成

（ 各 純 様式）
. ff !ll 要項配 M · H P へ(/)掲赦
・ 参加者の選定
・ オ リ エ ン テ ー シ ョ ンの実施
・ ホ ス ト フ ァ ミ リ ー配沢作業 、 配閥通知
• 各r月 ホ ス ト フ ァ ミ リ ー デー ク 収集 ・ ．t

U ・ 管理

調整 · 報告
． 楳fし要項配布 • H P への掲故
• 渡航チケ ッ ト 手配
・ ホ ス ト フ ァ ミ リ ーヘの滞在で支袷
・ オ リ エ ン テ ー シ ョ ン の実柁

実施淡領のti!議 （承,!2,)
ホ ス ト フ ァ ミ リ ーの推閃

・ 県 人 全実比咲潤の作成
・ ホ ス ト フ ァ ミ リ ーの g JI! • .tu 
�,in ,,;の 取 り ま と め

・ ホー ム ステ ィ 日 径 （案） の作成
・ 実施プ ロ グ ラ ム （:i;) の作成：

・ ト ラ プル時の対応；；｀ 各担 当 ｛・
の忙訊

・ ホ ス ト フ ァ ミ リ ー ヘの滞在9
支袷

ホー ム ス テ ィ 日 程滋整

l

荘集安項配布

三 募集 咲項ん布

・ オ リ エ ンテ ー シ ョ ン
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(2) 「一校一国運動」 を 実施 し た こ と に よ り 、 県内児
童生徒 の国 際 理解 が促進 さ れ た 。

大 会の プ レ イ ベ ン ト と し て2006年10月 か ら 実施
さ れ た 一 校 一 国 運動 で は 県 内 の 小 中 嵩 校併せて
100校が参加 し 、 1 万 人 を 超 え る 児童生徒が海外
の ウ チ ナ ー ン チ ュ を 通 し て 世界 を 身近 に 感 じ る こ
と がで き ま し た。 多 く の児童生徒が海外移民、 国
際社会 に つ い て の 理解 を 深 め る な ど、 国際的セ ン
ス の あ る 人材 育 成 に 寄与す る こ と がで き た と 思い
ま す。

ま た 、 こ の 運 動 を 契機 に 参加型教材 「沖縄移民」
を 作成 し た と こ ろ 、 教 育 界 か ら も 高 い評価 を 受 け
た た め 、 県内 全 て の 学校 に 配布 す る こ と に な り ま
し た。 今後 こ の教材 を 活用 す る こ と に よ り 、 学校
現場 に お い て 沖 縄の 歴 史や伝統文化、 世界 と の 関
わ り を 様 々 な 視点 で 考 え る き っ か け と な る こ と が
期 待 さ れ ま す。
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(3) ビ ジ ネ ス ネ ッ ト ワ ー ク を 深化・拡充 さ せ る た め 、
WEB版 「ウ チナ ー ビ ジ ネ ス ネ ッ ト ワ ー ク 企業 リ ス

ト 」 を 立 ち 上げた。
大会開催前の有識者 ヒ ア リ ン グで は 、 ピ ジ ネ ス

分野 に 関 し て 、 海外県系人が係 わ る 企業 の デー タ
ペ ー ス や海外県人会版の商工会議所設立、 海外 ビ

ジ ネ ス マ ン の リ ス ト 化 な ど体系的 に 整備で き れ ば
効果的であ る と い う 意見があ り ま し た。 他 に 、 海
外 と の流通が弱 い と い う 指摘やW U B に期待す る
意見 も あ り ま し た。

そ こ で今回 「沖縄」 を キ ー ワ ー ド に し た企 業 ネ ッ
ト ワ ー ク を 構築す る ため、 ピ ジ ネ ス コ ミ ュ ニ ケ ー

シ ョ ン の ツ ー ル で あ る W E B 版 「企業 リ ス ト 」 を
作成 し ま し た。

シ ン ポ ジ ウ ム では各界各層 の ピ ジ ネ ス マ ン が、
リ ス ト に参加す る こ と が確認 さ れ、 よ り 魅力 あ る

コ ン テ ン ツ と な る よ う 、 関係者が協力 し て い く こ
と で合意 し ま し た。 今後、 多 く の ウ チナ ー ン チ ュ
が参加す る こ と で オ キ ナ ワ プ ラ ン ド と し て の付加
価値が高 ま り 、 こ の ネ ッ ト ワ ー ク を 通 し て 海外 と
の ピ ジ ネ ス 交流が活性化 さ れ る こ と が期待で き ま

す。

0 0 0 (j)  ［'- •~”一←口』ヽ-~’●’,,,,．，d
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▲ウチナービジネスネットワーク企業リスト (WEB)
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1 平成17年度 第 4 1lli枇界のウチナーンチュ大会実行委員 会 収入支出決算

ア 収入の部 単位 ： 円

科 目 当初予算額 収入済額 過不足額 説 明

負担金 28, 000, 000 28, 000, 000 〇 県負担金

協 怜 金 1 , 000  ゜ ▲1 ,000 

寄付金 1 , 000 ゜ ▲1, 000 

諸収入 ゜ 158 158 普通預金決n：利息

計 28, 002, 000  28, 000, 158 ▲1 , 842 

イ 支出の部 単位 ： 円

科 目 当初予算額 増減額 予算現額 支出済額 予算残額 説 明

共済費 149, 000 ゜ 149, 000 47, 254 101 , 746 社会保険料、 労慟保険科

賃金 1 , 146, 000 ▲ 269, 599 876, 401 328, 392 548, 009 貨金給与

報償費 ゜ 252, 500 252, 500 252, 500 ゜
報償金 ゜ 102, 500 102, 500 102, 500 ゜ ロゴマーク ・ キャッチフレーズ

選定委貝への謝礼

賞賜金 ゜ 150, 000 150, 000 150, 000 ゜ ロゴマーク ・ キャッチフレーズ
選定委貝への1’t金

旅費 2, 968, 000 807, 420 3, 775, 420 3, 742, 590 32, 830" 

普通旅費 1 , 043, 000 ▲ 1 , 043, 000 ゜ ゜ ゜
費用弁償 35, 000  ゜ 35, 000 2, 1 70 32, 830 

特別旅費 1 , 890, 000 1, 850, 420 3, 740, 420 3, 740, 420 ゜ 海外PR （南米、 フ ラ ン ス ）

需 用 毀 2, 427, 000 179, 599 2, 606, 599 1 , 265, 318 1 , 34 1 , 281 

食柑費 80, 000 569, 331 649, 331 649, 331 ゜ 海外PR に 伴 う 懇談会費

消耗品代 967, 000 ▲ 90, 000 877, 000 262, 270 614 , 730 事務用 品、 印鑑

印刷製本費 1 , 380, 000 ▲ 299, 732 1 , 080, 268 353, 717 726, 551 コ ビー代

役務問 2, 160, 000 ▲ 807, 420 1 , 352, 580 183 , 331  1 , 169, 249 

通信運搬費 1 , 581 , 000  ▲ 807, 420 773, 580 126, 434 647, 146 龍話科

広告科 559, 000 ▲ 20, 000 539, 000 20, 000 519, 000 広告掲載費

手数科 20, 000 20, 000 40, 000 36, 897 3 , 103 実行委 員 会 会場録音科、
振込手数科

委託科 17, 694, 000 ▲ 2, 000, 000 15, 694, 000 15, 082, 962 61 1 , 038 H l7広報委託

使用科及 ぴ貨借科 1 , 4 15, 000 1 , 747, 500 3, 162, 500 2, 286, 440 876 , 060 「海 ・ 豚」 チケット購入質
会場使用科

備品購入費 43, 000 90, 000 133, 000 132, 329 671 ピデオ カ メ ラ 購入費

計 28, 002, 000 ゜ 28, 002, 000 23, 321 , 1 16 4 , 680, 884 ※収入欠 ( 1 ,842円含む）

収入決算稔額 28, 000, 158 

支 出 決算総額 23, 321 , 1 16 

収入支出差引額 4 , 679, 042 

実質収支額 4 , 679, 042 

＝ 次年度繰越額
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2 平成 18年度 第 4 桓l ltt界のウチナ ー ンチュ大会実行委員 会 収入支 1fi決算

ア 収入 の 部 単位 ： 円

科 目 当初予算額 増 減 額 予算現額 決 算 額 説 明

負担金 273 , 000, 000 ▲16, 000, 000 257, 000, 000 257, 000, 000 県負担金

協賛金 40, 000, 000 ▲1, 525, 060 38, 474, 940 38, 474 , 940 

寄付金 1 , 000  Al , 000  ゜ ゜
紐越金 4 , 679, 042 ゜ 4, 679, 042 4, 679, 042 

諸収入 ゜ 1 1 , 190, 598 11 , 190, 598 1 1 , 190, 598 出店科 ・ 委託金 ・ 普通預金決符利息

計 317 , 680, 042 .A.6, 335, 462 311 , 344, 580 311 , 344 , 580 

※ 本会の財源は 、 県 負 担 金 、 企業等協賛金により賄われて お り 、 また本大会が平成1 8年度宝くじ共催事業として認定さ れ、 沖縄県に対
し 1 5, 000千 円の 負担金交付が行 わ れ た。

イ 支出 の 部

科 目

共済費

賃 金

報償費

報1賞金

賞賜金

旅 費

普通旅費

黄 用 弁償

特別旅費

需 用 費

食糧費

消耗品費

燃料黄

印刷製本費

役務費

通信運搬黄

手数料

籠耕翻訳料

委託料

使用科及び賃借科

補償 ・ 補填及び賠償金

計

当初予算額 増 減 額

444 , 000 ▲ 121 , 785 

3 , 557, 000 ▲ 618, 520 

10, 000, 000 ▲ 4, 677, 775 

200, 000 ▲ 41 , 647 

9 , 800, 000 ▲ 4, 636 , 128 

33, 899 , 000 ▲ 9, 409, 642 

1 , 1 10, 000 ▲ 586, 440 

1 15, 000 ▲ 81 , 210 

32 , 674 , 000  ▲ 8, 74 1 , 992 

8, 880, 042 ▲ 3, 020, 351 

3 , 048, 000 ▲ 368, 408 

2 , 457, 042 • 1 , 246, 438 ゜ 22, 824 

3 , 375, 000 • 1 , 428, 329 

7 , 200, 000 ▲ 5, 090, 354 

6, 980, 000 ▲ 5, 022, 061 

200, 000 ▲ 67, 575 

20, 000 ▲ 718 

242 , 600, 000 18, 077, 908 

1 1 , 100, 000 ▲ 1 , 494, 943 ゜ 20, 000 

317, 680, 042 ▲ 6, 335, 462 

収入決算総額

支 出 決節総額

収入支出差引額

予算現額

322, 215 

2, 938, 480 

5, 322, 225 

158, 353 

5, 163, 872 

24, 489, 358 

523, 560 

33, 790 

23, 932, 008 

5, 859, 691 

2, 679, 592 

1 , 210, 604 

22, 824 

1 , 946, 671 

2, 109, 646 

1 , 957, 939 

132, 425 

19, 282 

260, 677, 908 

9, 605, 057 

20, 000 

311 , 344, 580 

311 , 344, 580 

31 1 , 344, 580 ゜
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支出済額

322, 215 

2, 938, 480 

5, 322, 225 

158, 353 

5, 163, 872 

24, 489, 358 

523, 560 

33, 790 

23, 932, 008 

5, 859, 691 

2, 679, 592 

1 , 210, 604 

22, 824 

1 , 946, 671 

2, 109, 646 

1 , 957, 939 

132, 425 

19, 282 

260, 677, 908 

9, 605, 057 

20, 000 

311 , 344, 580 

単位 ： 円

予算残額 説 明

0 社会保険科、 労働保険料

o tt金給与゜゚
0 大会記念品代

0゚ 関係機関 と の事務潤整

〇゚ 特別招待者旅費゜゚
動員蝦貝弁当代 ・ 実行
委貝会

〇 事務用品

〇゚ コ ピー 代 ・ 封筒等印刷

〇゚ 硝話料 ・ 郭便科゜ 実行委貝会会場録音料、
振込手致科゜゚
大会実施 ‘F 業 委託 · 一校
一国運動 委託

〇 会場使用料゜゚




